
照井　文雄 議員
（清風会）

一括質問方式

問 

　

全
世
帯
に
配
布
さ
れ
た

防
災
マ
ッ
プ
が
良
く
わ
か

ら
な
い
と
言
う
声
が
あ

る
。
さ
ら
に
拡
大
版
の
マ

ッ
プ
に
様
々
な
情
報
を
盛

り
込
め
る
マ
ッ
プ
が
必
要

と
考
え
る
。
市
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
防

災
無
線
や
遠
野
テ
レ
ビ
が

使
え
な
い
時
の
情
報
伝
達

の
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

　

防
災
マ
ッ
プ
は
平
成
26

年
４
月
に
防
災
基
本
条
例

施
行
に
合
わ
せ
、
本
市
で

初
め
て
作
成
し
全
世
帯
に

配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
５
月
に
、
地

域
防
災
マ
ッ
プ
を
各
行
政

区
単
位
で
作
成
し
配
布
し

た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
各
自

主
防
災
組
織
に
取
り
入
れ

て
、
子
供
か
ら
年
配
の
方

ま
で
が
参
加
す
る
き
っ
か

け
作
り
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
に

つ
い
て
は
、
防
災
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
と
し
て
防
災
無

線
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は

も
ち
ろ
ん
、
消
防
団
、
衛

星
携
帯
電
話
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
の
整
備
や
全
国
警

報
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り
あ

ら
ゆ
る
情
報
手
段
を
並
行

し
て
用
い
、「
エ
ア
ポ
ケ

ッ
ト
」
が
生
じ
る
こ
と
な

く
、
迅
速
か
つ
正
確
に
全

て
の
方
々
に
情
報
が
届
く

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

問 

　

グ
リ
ム
兄
弟
が
育
っ
た

ド
イ
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ

市
の
状
況
は
。
同
市
と
ど

ん
な
交
流
を
し
て
参
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答 

　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ
市
と
の

交
流
は
、
平
成
24
年
９
月

か
ら
日
本
グ
リ
ム
協
会
の

橋
本
孝
会
長
の
仲
介
に
よ

り
始
ま
り
、同
年
12
月
に
、

同
会
長
と
市
職
員
が
シ
ュ

タ
イ
ナ
ウ
市
長
を
訪
ね
、

佐
々
木
喜
善
と
グ
リ
ム
兄

弟
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
化

交
流
事
業
を
進
め
た
い
旨

遠
野
市
長
の
親
書
を
手
渡

し
た
。

　

シ
ュ
タ
イ
ナ
ウ
市
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
東

側
に
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
あ
り
、
１
万
１

０
０
０
人
の
町
で
、
メ
ル

ヘ
ン
街
道
沿
い
の
観
光
地

に
な
っ
て
い
る
。
議
員
は

33
人
で
あ
る
。
今
後
、「
グ

リ
ム
兄
弟
」
と
「
日
本
の

グ
リ
ム
・
佐
々
木
喜
善
」

の
関
係
資
料
展
や
人
的
交

流
の
文
化
交
流
を
進
め

る
。

　

友
好
都
市
の
締
結
は
、

一
気
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、
段
階
を
踏
み
な
が
ら

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

菊池　民彌 議員
（新興会）

一括質問方式

西のメルヘン・東の昔話を
縁に友好都市締結を

問 

　

市
内
各
地
の
廃
屋
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
状
況

で
、
早
急
な
対
策
を
と
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
解
体
の
時
の

補
助
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。答 

　

空
き
家
の
増
加
・
廃
屋
・

危
険
家
屋
に
関
し
て
は
重

要
な
問
題
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
昨
年
度
、
国
に

お
い
て
「
空
き
家
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
案
」が
示
さ
れ
た
の
で
、

立
法
化
を
待
っ
て
当
市
で

条
例
の
準
備
を
し
た
も
の

を
活
か
し
て
対
応
す
る
こ

と
に
し
た
。
議
員
立
法
が

国
会
に
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
る
と
行
政
の
強
制
執

行
が
可
能
に
な
り
、
解
体

等
の
補
助
、
必
要
な
税
制

上
の
措
置
も
行
え
る
こ
と

に
な
り
、
空
き
家
問
題
の

解
決
が
推
進
さ
れ
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　

現
在
市
内
に
は
利
用
可

能
な
空
き
家
３
１
９
軒
、

廃
屋
や
危
険
家
屋
が
65
軒

あ
る
。

　

県
内
の
条
例
制
定
状
況

は
、
西
和
賀
町
の
「
空
き

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
が
あ
り
そ
の
他

の
市
町
村
は
未
制
定
で
あ

る
。

　

法
案
の
成
立
に
即
し
て

空
き
家
等
対
策
計
画
の
策

定
及
び
協
議
会
を
組
織

し
、
対
応
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
る
。

問 

　

皇
后
さ
ま
の
詠
わ
れ
た

御
歌
に
対
す
る
市
長
の
思

い
は
。
御
歌
を
本
市
の
宝

と
し
、
記
念
碑
の
建
立
を

す
べ
き
と
提
案
を
し
た
い

が
。

答 

　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

御
訪
問
の
た
め
、
昨
年
７

月
４
日
、
５
日
の
両
日
、

本
県
を
御
訪
問
さ
れ
、
本

市
に
も
御
訪
問
い
た
だ
い

た
。
両
陛
下
に
は
、
被
災

地
の
後
方
支
援
活
動
の
概

要
を
ご
説
明
し
た
。
議
員

指
摘
の
と
お
り
、
今
年
１

月
１
日
の
新
聞
に
、天
皇
・

皇
后
両
陛
下
の
御
歌
八
首

が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
の

一
首
が
、皇
后
さ
ま
の「
遠

野
」
と
題
し
た
御
歌
で
、

「
何
処
（
い
ず
こ
）
に
か　

流
れ
の
あ
ら
む　

尋
（
た

ず
）
ね
来
し　

遠
野
静
か

に　

水
の
音
す
る
」
で
あ

っ
た
。
御
歌
に
対
す
る
私

の
思
い
は
、
誇
り
に
思
い
、

自
信
に
し
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
上
げ
て
参

る
考
え
で
あ
る
。
御
歌
の

記
念
碑
に
つ
い
て
は
、
震

災
復
興
が
形
に
見
え
、
被

災
地
の
皆
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
が
整
っ
た

時
と
思
う
。
そ
の
時
に
具

体
的
な
検
討
に
な
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
る
。

廃屋や空家対策は全国的にも喫緊の課題

皇
后
さ
ま
の
御
歌
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め

記
念
碑
建
立
を

佐々木喜善全集とグリム童話

増加が見られる
廃屋の問題について

遠
野
市
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

17 16とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


